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【刑法】  
 

受験番号  氏  名  

 
以下のすべての問に解答しなさい。 
 
問１ 次の(1)～(3)の各事項を、具体例を挙げつつ簡潔に説明し

なさい。 
(1) 侵害犯と危険犯 
(2) 客体の錯誤と方法の錯誤 
(3) 観念的競合と牽連犯 

 
問２ 刑法252条1項及び253条にいう「占有」の意義について論

じなさい。 
 
 

以上 
 
 
【出題意図】 

問１ 刑法総論上の基本用語について理解できているかを問うもの

である。(1)では具体的罪名を例示しながら、(2)では簡単な事例を

設定しながら、(3)では刑法54条を摘示して具体的な事例・罪名を

挙げながら、各用語の意義を簡潔に説明することが求められる。 

問２ 委託物横領罪における「占有」の意義について基本理解がある

かを問うものである。窃盗罪等で問題となる占有とは異なり、事実

的支配だけでなく法律的支配が含まれることを、具体例を挙げな

がら論じることが求められる。 
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